
まえがき＝国内における廃プラスチック（以下廃プラ）
排出量は年間 1,000 万トンにのぼり，産業廃棄物系廃プ
ラはその約半分を占める。工場排出由憎
術であると考えられる。当社は，家電リサイクル工場廃
プラ処理への適用を目的として，この技術の連続化に向
けた研究開発を（独）新エネルギー・産業技術総合開発機







いる。振動パンチングメタルの有無が分別性能に与える
影響を調査した結果が図8である。パンチングメタルが
設置されない場合は処理量30kg/h，3時間の運転におい
て沈降物の分散板上への堆積により，回収されない沈降
物（以下，未回収沈降物）が 4.3％まで増加し，浮揚物中
に含まれる塩素濃度も 0.82％まで増加している。パンチ
ングメタルを設置せずに定期的（1回 /10 分）に分散板
上に堆積した廃プラをかき出す手法も検討したが，処理
速度40kg/h，3時間の運転の結果，未回収沈降物は0.6％
まで低減するが，回収率 49.2％，塩素濃度は 0.85％とな
った。これに対し振動パンチングメタルを設置した場合
は，処理量 40kg/h，3 時間運転においても未回収沈降物
0.6％，回収率 51.8％，塩素濃度 0.44％を維持しており，
その効果が確認されている。なお，処理量 40kg/h では
30kg/h と比較して未回収沈降物量は増加するため，
30kg/h 処理時の振動パンチングメタルによる性能向上
はさらに高まると考えられる。またパンチングメタルに
振動を付加しない場合には，処理量 30kg/h，3 時間運転
と前記パンチングメタル無し時と同じ少ない処理量での
運転条件にて，回収率 71％，塩素濃度 0.82％となってい
る。未回収沈降物も 3.3％まで上昇しており，沈降物堆
積量はパンチングメタル無し時より若干改善されるもの

の，未回収沈降物堆積は進行するため，振動機構付与は
不可欠である。
2．2　風量制御による分別精度と回収率向上の検討

　10mm程度の小サイズの廃プラに対する分別精度が低
下するという第 2の課題を解決するために，比重が明確
なモデルプラスチック（以下，モデルプラという）を用
いて層高 150mm流動層にてその沈降挙動を詳細に調査



ビ沈降速度の 2～ 8倍になっている。これらの沈降挙動


